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０．はじめに










　先行研究の多くは上記のような並列表現を irreversible binomials などと呼び、基本的には語順が固定




















































　（In this grave hour, ... and speak to you myself.）
第２段落：５行目から10行目まで
　（For the second time ... to any civilised order in the world.）
第３段落：11行目から19行目まで
　（It is the principle ... would be ended.）
第４段落：20行目から22行目まで
　（This is the ultimate issue ... to meet the challenge.）
第５段落：23行目から29行目まで
　（It is to this high purpose ... we shall prevail.）
祈りのことば：30行目





⑴ every household of my peoples, both at home and overseas（1-2行目、第１段落）
⑵ cross your threshold and speak to you myself（3-4行目、第１段落）
⑶ Over and over again（5-6行目、第２段落）
⑷ the differences between ourselves and those who are now our enemies（6-7行目、第２段落）
⑸ to disregard its treaties and its solemn pledges（11-12行目、第３段落）
⑹ which sanctions the use of force, or threat of force（12-13行目、第３段落）
⑺ against the sovereignty and independence of other states（13行目、第３段落）
⑻ the freedom of our own country and of the whole British Commonwealth of Nations（16-17行目、第３段落）
⑼ all hopes of settled peace and of the security of justice and liberty among nations（18-19行目、第３段落）
⑽ the security of justice and liberty among nations（19行目、第３段落）
⑾ For the sake of all that we ourselves hold dear, and of the world’s order and peace（20-21行目、第４段落）
⑿ the world’s order and peace（21行目、第４段落）
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⒀ my people at home and my peoples across the seas（23-24行目、第５段落）
⒁ stand calm, firm, and united（24-25行目、第５段落）
⒂ If one and all we keep resolutely faithful to it（28行目、第５段落）
⒃ whatever service or sacrifice it may demand（28-29行目、第５段落）






た点が挙げられる。上のリストで言えば ⒁ stand calm, firm, and united が３項目が結び付けられた表現で
ある。
　ワードペアを「単語と単語の組み合わせ」とするような定義への抵触も見られるかもしれない。例え
ば ⑴ の表現では明らかに at home と overseas とが対比されているが、これは語数で言えば「２語」
と「１語」の組み合わせである。しかしながら、他の「１語」と「１語」の組み合わせのペアに比し
て、特段に不自然な感はなく、奇抜なものとも思えない。
　さらに ⑶ Over and over again は同一の語が重ねられたもの、すなわちトートロジーであって、意味論
的に言えば別の方面から考察すべきものなのかもしれない。




















































・参考として、Malkiel が挙げたいくつかのペアの中から、特に典型的と思われる knife and fork、hammer 





「knife fork site:uk」  約982,000件
「“knife and fork” site:uk」  約111,000件
「“fork and knife” site:uk」  約15,400件
（参考２）hammer and tongs
「hammer tongs site:uk」  約72,200件
「“hammer and tongs” site:uk」 約9,560件
「“tongs and hammer” site:uk」 約1,760件
（参考３）back and forth
「back forth site:uk」  約27,300,000件
「“back and forth” site:uk」  約1,140,000件
「“forth and back” site:uk」  約197,000件
⑴ every household of my peoples, both at home and overseas
・「at home overseas site:uk」（引用符なしで検索した場合）の検索結果は約19,000,000件。
・一部をフレーズとした「“at home” and overseas site:uk」の検索結果は約847,000件。
・これら２項目が共に用いられている例は多く、結果には“See list of Branches at home and overseas”、
“Paying home fees or overseas fees”などペアも見られる。
・もっとも、「“at home” and overseas site:uk」などの検索結果でも、overseas 以外の語、すなわち 
“at home and abroad”という別の組み合わせのペア例が結果の上位に示された。そちらのペアの方
がむしろよく使われる表現で、慣用性が高いのではないかとも推測される。この点については後で英
和辞典・英英辞典を用いた分析において再検討する。
⑵ cross your threshold and speak to you myself
・「“cross * threshold” speak site:uk」は約1,990,000件。cross the threshold などを含む表現と speak と
のヒット数自体は多い。詳しい使用状況を見るために検索結果上位100件を調べた限りでは、これら
２項目が関連付けて使われている例は少なく、ジョージ６世のスピーチが引用されているいくつかの
ページを除けば、The Independent の記事で用いられた１例程度であった（“cross the threshold and 
speak in the House of Commons”）。
・検索結果からは、当該ペアはこのスピーチにおける特徴的な表現、すなわち他所にはあまり見られな
い２項目が組み合わされた例ではないかと考えられる。
⑶ Over and over again
・フレーズ検索「“over and over” site:uk」は約2,100,000件、「“over and over again” site:uk」約




⑷ the differences between ourselves and those who are now our enemies
・「ourselves enemies site:uk」は約334,000件。この場合、検索結果の第９位が本論文でテキストとし
た当該PDFファイルであった。
・フレーズ検索「“ourselves and enemies” site:uk」では一致なし。
・なお構文上対応していると考えられるthose who . . . が含まれる例はほとんど見られなかった。全体と
して当該ペアはこのスピーチに特徴的な表現の１つと考えられる。
⑸ to disregard its treaties and its solemn pledges
・「treaty pledge site:uk」は約60,800件。結果には“treaty pledges”などの複合語や、“Barack Obama 
pledges to push nuclear New Start treaty through . . . ”のようにpledgeが動詞である例などが含まれ
ていた。





⑹ which sanctions the use of force, or threat of force
・フレーズ検索「“use of force or threat of force” site:uk」は約3,180件。検索されたものを見ると、当該
スピーチ以外にも多くのペア例が見られる。force を重複させない形での用例も多く「“use or threat 
of force” site:uk」は約20,000件。
・これらの検索結果からは、今回の基準で言うところの慣用的な表現にあたる例かと思われる。
⑺ against the sovereignty and independence of other states
・「sovereignty independence site:uk」は約229,000件。ペアよりもむしろ３項目以上のものが組み合わ
された表現が顕著である（“the sovereignty, independence, unity and territorial integrity of Syria”、
“sovereignty, independence and self-sufficiency” など）。




⑻ the freedom of our own country and of the whole British Commonwealth of Nations
・一部をフレーズにして「“British Commonwealth of Nations” country site:uk」で検索した結果は約
43,200件。検索結果上位の例を見ると、イギリス連邦にはどのような国が含まれるかといった内容を
説明するサイトでよく用いられているようである（例えば “a ‘British Commonwealth of Nations’. 
. . . Today's Commonwealth comprises 54 countries”など）。




⑼ all hopes of settled peace and of the security of justice and liberty among nations
・「peace security site:uk」は約12,600,000件。
・フレーズ検索「“peace and security” site:uk」は約92,200件。逆の語順「“security and peace” site:uk」
は約1,220,000件と、10倍程度多い。
・上の検索結果からは、peace と security は関連性が強くペアとしても多用されること、さらに 
security が先で peace が後といった語順固定の傾向が見られる。それに対して当該スピーチは逆の語
順であり、その点に当該スピーチの独自性を見ることができる。security が後置された理由として
は、次のペアに続くため、項目全体が長くなったため、などが考えられる。
⑽ the security of justice and liberty among nations
・「justice liberty site:uk」は約1,190,000件。少なくとも検索結果上位100位の中には、当該スピーチを
扱ったページは見られなかった。
・フレーズ検索「“justice and liberty” site:uk」は約2,600件。検索結果の第27位が当該PDFファイルで
あった。検索結果のヒット数で言えば逆の語順「“liberty and justice” site:uk」の方がやや多く、約
10,700件。
・２語の関連性は強く、ペアとしても慣用的・定型的な表現であると考えられる。
⑾ For the sake of all that we ourselves hold dear, and of the world’s order and peace
・「dear order peace site:uk」は約1,160,000件。当該PDFは第５位。ペアに関係する要素を指定して
「“all * dear” order peace site:uk」と検索すると約21,100,000件で、当該PDFが第１位。
・当該スピーチのことが検索上位に位置する点などを考慮すると、これらの語句の組み合わせは、この
スピーチにおける特徴的なペアの例の１つと考えられる。
⑿ the world’s order and peace
・「order peace site:uk」は約9,550,000件。
・フレーズ検索「“order and peace” site:uk」は約433,000件。第１位が当該PDFとなる。逆の語順
「“peace and order” site:uk」は約484,000件とほぼ同数の結果。
・慣用的な語句の組み合わせではあるが、語順はこの結果からは半々であるとのこと。この点について
は後で英和辞典・英英辞典を用いた分析において再検討する。





当該スピーチが検索結果に示される際に上の順位になることが多かった。「at home across the seas 






⒁ stand calm, firm, and united
・「calm firm united site:uk」は約165,000件。検索結果上位にはこのスピーチを取り上げたページが並










「calm firm site:uk」  約739,000件
「“calm and firm” site:uk」  約92,700件
「“firm and calm” site:uk」  約93,900件
「calm united site:uk」  約4,410,000件
「“calm and united” site:uk」 約1,800,000件
「“united and calm” site:uk」 ７件（実数）
「firm united site:uk」  約11,700,000件
「“firm and united” site:uk」 約1,340,000件
「“united and firm” site:uk」 約104,000件
⒂ If one and all we keep resolutely faithful to it
・「one all site:uk」は約272,000,000件。上位の多くは “one for all”。
・フレーズ検索「“one and all” site:uk」は約295,000件。これに対して逆の語順「“all and one” site:uk」
は約6,560,000件と意外にも多いが、これは偶然に並んだだけの例も検索されてしまっているためであ
る。例えば “after all, and one I always . . . ” といったコンマで区切られたものが上位100件中30件もあ
るなど、明らかに除外すべきケースも多い。この辺りはGoogle検索による調査の限界とも思われ、基
本的な語句のみからなる表現の頻度や傾向を探ることが困難な状況である。
⒃ whatever service or sacrifice it may demand
・「service sacrifice site:uk」は約1,410,000件。
・フレーズ検索「“service or sacrifice” site:uk」は約11,400件、検索結果に当該スピーチのことが最初に
出てくるのは第10位、The Britich Journal of Nursing の記事。逆の語順「“sacrifice or service” site:uk」は
４　http://news.bbc.co.uk/2/hi/special_report/1999/08/99/world_war_ii/429704.stm




約8,010件。また接続詞を and にした「“service and sacrifice” site:uk」は約105,000件。逆の語順
「“sacrifice and service” site:uk」は約54,500件。
・２項目の関連性は強く、さらに頭韻的な結び付きも有している。ただし検索結果からは異なる接続詞
（and, or）、語順の異同などヴァリエーションが示されており、定型句といったほどではない。
⒄ May He bless and keep us all
・「bless keep site:uk」は約1,600,000件。




慣用的あるいは定型的と考えられる表現：⑶ ⑹ ⑺ ⑽ ⑿ ⒃ ⒄
このスピーチに特徴的と考えられる表現：⑵ ⑷ ⑾ ⒀









『EPWING版 リーダーズ＋プラス V2』（リーダーズ）、『CD-ROM版 ジーニアス英和大辞典』
（ジーニアス）、Collins COBUILD Advanced Learner's English Dictionary [5th Edition]（COBUILD5）、








⑴ every household of my peoples, both at home and overseas
・Google検索では overseas ではなく abroad とのペアも見られたが、これらの辞典でも abroad との関
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連について多く記述されている。COBUILD5 と LDOCE5 には at home と abroad とのペアが見られ
る（例えば“She gives frequent performances of her work, both at home and abroad. . .”、COBUILD5）。
またランダムハウスとジーニアスにはペアの例はないが、at home の反意語として abroad が挙げら
れている。これらに対して OALD8 では当該ペア、すなわち at home と overseas とのペアが見られ
る（“The product is sold both at home and overseas”）。
・このように、at home のペアの相手として abroad と overseas のどちらが主流かについて「揺れ」が
見られる点は、Google検索で見た傾向と一致する。
⑶ Over and over again
・これら全ての英和辞典・英英辞典にフレーズとして記載されている定型句である。
⑺ against the sovereignty and independence of other states
・LDOCE5 や OALD8 では sovereign（形容詞）の語義説明の中に independent が使われている。例え
ば OALD8“（of a country or state）free to govern itself; completely independent”。
・逆に independent や independence の方には、sovereign や sovereignty に直接繋がるような記述は
見られず、ペアとしての慣用性（語句の繋がり方）には少し疑問が残った。
⑼ all hopes of settled peace and of the security of justice and liberty among nations
・Google検索では、語順としては security が先（検索結果が多い）という傾向が見られたが、辞書検索
からはそのような結果は得られなかった。ランダムハウスには“Japan’s peace and security”という例
文が載っており、peace が先である。それ以外の辞典には peace と security とのペアの例は見られな
かった。
・peace を含むペアとしては peace and war（リーダーズとジーニアスに見られる。また OALD8 には逆




⑽ the security of justice and liberty among nations
・OALD8 には liberty に“the fight for justice and liberty”という例文があった。
・当該ペアは定型的かと思われるが、OALD8 を除く辞典には記載がないため充分なデータとは言えな
い。検証のためには、ここで用いたものとは別の手法による今後の調査が必要であろう。
⑿ the world’s order and peace
・orderly（形容詞）の中に言及があるものが多い。ジーニアス、LDOCE5、OALD8 では語義説明の中
に peaceful が使われている。さらに COBUILD5 と OALD8 にはペアの例文も見られた（それぞれ 





⒂ If one and all we keep resolutely faithful to it
・COBUILD5 を除く５つの辞典にフレーズとしての記載がある。なお逆の語順（*all and one）は、どの
辞典にも見られない。
⒄ May He bless and keep us all











⑴ every household of my peoples, both at home and overseas
⑻ the freedom of our own country and of the whole British Commonwealth of Nations
⒀ my people at home and my peoples across the seas
【２組目】
⑼ all hopes of settled peace and of the security of justice and liberty among nations
⑿ [For the sake of all that we ourselves hold dear, and] the world’s order and peace

























ている。（cross your threshold and speak to you myself、ourselves and those who are now our enemies など）
２）よく見られるペアとは逆の語順で用いられたり、別の語句が付加されるなど、“固定化された
表現”とは言い難い面を持つ。（peace and security、calm, firm, and united など）
３）単純に同じペアが繰り返されることはなく、ヴァリエーションをもって、重要な意味を表すペ
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